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●研修テーマとねらい

要介護認定の適正化の取組

●研修内容

時間 内　　容　　等

１　報告事項

10:35

11:35

11:45
～
12:15

２　要介護認定の適正化に向けて

13:15

13:45

13:55

14:55

３　グループ討議

15:05

16:25

４　その他

16:25

16:30

平成３１年度　東京都介護認定審査会運営適正化研修次第

　令和２年２月３日（月）　　１０：３０　～　１６：３０

＜テーマ＞

＜ねらい＞ 　東京都では、第7期東京都高齢者保健福祉計画(平成30年度～平成32年度)において、主要5事業の概要
や、区市町村に標準的に期待する目標と併せて、介護給付適正化の推進に関する考え方や、主な支援策を
掲載しています。
　区市町村におかれましては、第７期計画で設定された実施目標の達成を目指し、主体的に取り組んでいた
だいているとところです。
　本研修では、介護保険業務技術的助言の結果や、地域分析の状況をご説明するとともに、保険者が実施し
ている適正化に向けた取組事例の発表や専門の講師をお招きして要介護認定の適正化に向けた知識を深
めていただきます。また、区市町村における取組状況と課題を情報共有していただく時間を設けました。
　本日の研修を通して、今後の区市町村における適正化の取組に、積極的にご活用いただくことを目的として
います。

演　　目

～

20分
制度改正の対応状況（審査会の簡素化）、保険者機能強化推
進交付金（財政的インセンティブ）について

10分
データから見る東京都の要介護認定の状況
（認定率、判定結果、重度変更率　等）

30分 （３）介護給付適正化計画の進捗状況
区市町村の取組事例
（令和元年度介護保険業務技術的助言より）

休憩　（11:35～11:45）

30分 （４）要介護認定の事務について 事例紹介

昼食　（12：15～13：15）

～ 30分
事例発表
練馬区の要介護認定の現状と適正化

練馬区高齢者施策担当部介護保険課介護認定第一係長
　石田　道代　氏

業務分析データの読み方
　　ー要介護認定の平準化に向けて
　　（グループワーク）

休憩　（14：55～15：05）

80分 グループ討議
第７期計画（要介護認定の適正化に向けた取組）の進捗状況、
制度改正への対応等

～

国立保健医療科学院　医療・福祉サービス研究部
主任研究官
　大夛賀　政昭　氏

5分 連絡事項～

（１）制度改正等の状況

（２）要介護認定の状況

休憩　（13：45～13：55）

60分～

R２年度は新型コロナウイル

スの影響により中止となった

め、本次第はR１年度のもの

別紙 13


